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田母神俊雄氏（前防衛省航空幕僚長）は日本は列強に騙されたため戦争に巻き

込まれたのだ、という。他方、戦後左翼は、特攻隊は軍国主義教育で騙され犬死

したのだ、という。合わせ鏡のようなこの 騙され 史観は、いずれも「戦後」

という枠組みで生まれた双生児にほかならない。

大東亜戦争は、アングロ・サクソン的帝国主義が取り仕切っていた世界に対す

る抵抗戦争であり、世界革命戦争ではなかったのか。さらにいえば、明治以来の

近代日本とは革命国家だったのではないか。竹内好や廣松渉は晩年このことに気

付きかけていたが、「戦後」ドグマに縛られた論壇によって抹殺された。このほ

ど在野からの発言による論争の活発化をめざして創刊された思想誌『悍』は、

～ 年代前半はバクーニン主義アナキストとして活動し、その後、ドイツの民族

ボルシェヴィズムや保守革命、ファシズムに取り組み、大東亜戦争は「侵略」で

も「防衛」でもなく真の「反帝反スタ」あるいは「反米反共」の「革命」だったのだ

という千坂恭二氏に、その〈大東亜戦争革命論〉を徹底的にきく。
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